
 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 第 62回入学式 校長式辞 
校 長  関  勝 志 

やわらかな春風に吹かれ、玉川上水の木々は鮮やかな桜色から爽やかな新緑へと移りつつあります。校
庭の池にはカルガモたちがお出迎えに来てくれました。そんな自然の祝福を受ける中、第 62 回入学式を
迎えました。 

新入生の皆さん、保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。ただ今、182名の新入生を本校の生徒
として受け入れました。 

皆さんは、今日から伝統ある小平第四中学校において、新たな自分と向き合い、新たな仲間と共に３年
間の中学校生活を始めることになります。本校の教育目標は『正しく学び、自他を尊重し、たくましく生
きる力を育み、ふるさとと共に歩む』です。この目標をしっかり心に刻んでください。 

『自他を尊重する』とはどういうことだと思いますか。「自他」の「自」は、自分自身のことに他なり
ませんが、「他」は、単に自分以外の誰かを指すだけでなく、自分とは違う価値観や考え方、生き方など
のすべてを指します。そして、その違いは決して間違いではありません。 

『みんなちがって、みんないい』という言葉を聞いたことがあ 
るでしょうか。これは、大正時代の詩人である金子みすゞさんの 
有名な詩「私と小鳥と鈴と」の一節です。 

私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、 
飛べる小鳥は私のように、地面（じべた）を速くは走れない。 
私がからだをゆすっても、きれいな音は出ないけど、 
あの鳴る鈴は私のように、たくさんな唄は知らないよ。 
鈴と、小鳥と、それから私、みんなちがって、みんないい。 

『自他を尊重する』とは、自分、そして自分とは違うすべての人たちは皆、かけがえのない存在である
という考えの上に立って行動するということです。 

生まれたばかりの赤ちゃんは、自力ではほとんど何もできません。できるのは笑うことと泣くことぐら
いです。それが成長とともに、立って歩き、言葉を発するようになり、見たり聞いたりする経験によって
いろいろなことができるようになります。人は皆同じ、何もできないところからスタートしているにもか
かわらず、できることが増えると、他の人を違う目で見たり、他の人と比べて自分はダメだなと思ったり
することがあります。 

中学生になると、一人ひとりの個性や特徴、違いがはっきりしてきます。好きなことや得意なこと、ま
た苦手なことも違います。その違いが大切なのです。その違いを「自分らしさ」として大切にすることで
す。皆さん一人ひとりに必ずよいところがあります。ないと思うとしたら、それは気付いていないだけで
す。一緒に見つけましょう。「自分のよいところ」と「自分らしさ」をこの３年間で磨き上げてください。 

皆さんのこれまでの道のりは、すでに敷かれたレールの上を進んできましたが、ここから先は違います。
皆さんの３年後、その先に道はまだありません。自分の力で道を拓き、自分だけのレールを敷くのです。
それを自立といいます。 
中学校では、皆さんが自立し、よりよく生きていくための力を身に付けます。そのために、教科の学習

はもとより、様々な体験や多くの人たちとの関わりから学ぶことがたくさんあります。 
そして、自立とは、自分一人の力だけで生きていくということではありません。困ったときには誰かに

助けを求めても、辛いときには弱音を吐いてもいいんです。そのかわり、「ありがとう」と感謝の気持ち
を伝えてください。皆さんの周りには、頼れる人がたくさんいます。安心してください。 

本校は「誰一人取り残さない学校」を目指しています。そのために四中生が大切に 
しているもの、それは挨拶です。挨拶は人を笑顔にし、幸せにします。これから始ま 
る皆さんの中学校生活が挨拶と笑顔であふれ、幸多からんことを願います。 

結びに、私たち教職員一同、生徒たちの幸せのために最善を尽くす決意でおります。 
保護者の皆様、ご来賓ならびに地域の皆様には、温かいご支援をよろしくお願い申し 
上げます。 
 
小平四中を「心のふるさと」とし、学校と地域が「笑顔」と「挨拶」と「感謝」を大切にし、「チーム四中」

となって学校経営を進めてまいります。保護者の皆様、そして地域の皆様には、お世話になることがたくさ
んあると思いますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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【転入・新規】 よろしくお願いいたします！ 

■ 武満 優一（数学・主幹教諭） 

■ 山本 義和（理科・主任教諭） 

■ 羽鳥 聖子（社会・教諭） 

■ 稲葉 康恵（美術・教諭） 

■ 市川 佐季（家庭・教諭） 

■ 平瀬 亮子（英語・教諭） 

■ 野嶋 航希（社会・教諭）新規採用 

■ 菅野 圭汰（英語・教諭）新規採用 

■ 宮川 葵衣（特支・教諭）新規採用 

★ 教職員の異動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 令和８年度教職員組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊＊ よろしくお願いいたします ＊＊ 

【転出・退職】 お世話になりました！ 

● 藤川 洋 （英語・主幹教諭） 

● 糸井 大地（数学・主任教諭） 

● 小城 吉寛（理科・主任教諭） 

● 田和 菜穂（美術・主任教諭） 

● 染谷 初美（特支・主任教諭） 

● 猪俣 裕紀（社会・教諭） 

● 髙瀨 早織（家庭・教諭） 

第１学年 

【担任】 

１Ａ 高野 佑哉（保体） 

１Ｂ 市川 佐季（家庭） 

１Ｃ 武満 優一（数学） 

１Ｄ 山本 義和（理科・学年主任） 

１Ｅ 佐藤 悠紀（国語） 

１Ｆ 田所 寛聡（社会） 

【副担任】 

１ＡＣ平瀬 亮子（英語） 

１ＢＦ菅野 圭汰（英語） 

１ＤＥ須澤 浩一（技術） 

１Ａ～Ｆ石崎 麻衣（不登校対応巡回） 

第２学年 

【担任】 

２Ａ 真畑 佳奈（保体・学年主任） 

２Ｂ 秋野  颯（英語） 

２Ｃ 濱浦  愛（国語） 

２Ｄ 北見まり子（英語） 

２Ｅ 前田 圭介（理科） 

【副担任】 

２ＡＣ野嶋 航希（社会） 

２ＢＥ稲葉 康恵（美術） 

２Ｄ 隠田 亮介（数学） 

 

第３学年 

【担任】 

３Ａ 岩﨑 昌之（保体・学年主任） 

３Ｂ 田村 香織（英語） 

３Ｃ 辻本あかね（保体） 

３Ｄ 小林 順子（理科） 

３Ｅ 安倍 義貴（数学） 

【副担任】 

３Ａ 羽鳥 聖子（社会） 

３ＢＤ近藤 芳弘（音楽） 

田中 秀幸（社会） 

３Ｃ 川縁日出男（数学） 

３Ｅ 木下ユミ子（国語） 

【校長】関 勝志     【副校長】池上 大輔 

【主幹教諭】田中 秀幸 ／  岩﨑 昌之 ／ 武満 優一 

【教務主任】隠田 亮介   【生活指導主任】高野 佑哉   【進路指導主任・研究主任】武満 優一 

【第１学年主任】山本 義和   【第２学年主任】真畑 佳奈   【第３学年主任】岩﨑 昌之 

【特別支援教室「一橋」主任】三浦 隼 

【保健主任】山本 七瀬   【給食主任】近藤 芳弘   【特別活動主任】田所 寛聡 

【人権教育推進委員】田村 香織   【道徳教育推進教師】前田 圭介   【情報教育推進委員】須澤 浩一 

【多様な学びコーディネーター】濱浦 愛 ／ 北見まり子 ／ 濵田 絢子 ／ 羽鳥 聖子／ 石崎 麻衣 

【不登校対応巡回教員】石崎 麻衣 

【コンプライアンスリーダー】真畑 佳奈     【学校図書館・司書教諭】濱浦 愛 

 

 

 

 

特別支援教室「一橋」 

【担任】 

三浦 隼（主任） 

濵田 絢子 ／ 谷川ちはる 

山本 裕貴 ／ 青木 聰 

宮川 葵衣 

【特別支援教室専門員】 

四ツ井綾子 

事務・用務・講師・支援員等 

【事務】齊藤 真弓（都事務主任） ／ 志村 美穂（市事務） 

【副校長補佐】西村 道代   【事務補助】保科野乃花 

【用務】長谷川浩之   【学校司書】水野 芽衣 

【SC・スクールカウンセラー】黒田 美和（金曜日） 

【SSW・スクールソーシャルワーカー】※未定 

【カルガモ教室担任・校内別室支援員】本田 香里 ／ 深澤 美青 

【SSS・スクールサポートスタッフ】本田 香里 ／ 照井満喜子 ／ 新山 尚子 

【時間講師】内田 朝子（国語） ／ 中村 剛（理科） 

島野 達夫（数学） 

【地域教育コーディネーター】今村 泰子 ／ 永坂るり子 

【学習補助員】深澤 美青 ／ 本田 香里／ 保科野乃花 

稲毛 礼子（カルガモ教室・作業療法士） 

【学び直し教室・学習支援員】福原 葉子 ／ 藤川喜久男 

【部活動指導員】藤井 勝（剣道） ／ 宮森 俊（女子バスケ） 

        島野 達夫（卓球） ／ 佐藤 栄一（演劇） 

保健室 

山本 七瀬（主任） 


